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主論文 
High interleukin-8 level in aqueous humor is associated with poor prognosis in eyes 
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学 位 論 文 要 旨 
 
High interleukin-8 level in aqueous humor is associated with poor prognosis in eyes 
















































という報告もあった。本研究のGeneral Structural Equation Modeling（GSEM）解析によ
ると、IL-8上昇は術前高眼圧を招き、術前高眼圧はCCL2上昇を起こしていた。よって、IL-8
上昇が手術予後の真のマーカーとなる可能性がある。 
眼圧が受ける影響、高眼圧が前房水流出に与える影響に関して、様々な機序が仮定され
ている。これらには、眼圧関連因子に属する炎症性サイトカインによる線維化や、前房水
流出路の再構築、線維柱帯の機能不全なども含まれる。IL-8はマクロファージ動員を促進
するのみでなく、線維化を進行させる特質を持つ。近年、IL-8は特発性肺線維症において
線維化との関連が示された。 
 
結 論 
 IL-8は術前眼圧に関連し、一部の炎症性サイトカインと複雑な相互作用を通じて働くと
考えられる。IL-8上昇は、緑内障の治療、手術予後において明らかな危険因子であり、手
術予後を改善するための治療標的候補となる可能性を示唆している。 
